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▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544

議
会

11
月
13
日
開
催

市
議
会
11
月
臨
時
会
の
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
総
務
課　
田
中　
☎
（
23
）
０
０
５
０

任
期
は
令
和
７
年
12
月
１
日
か
ら
令
和
10
年
11
月
31
日
ま
で

地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
が
改
選
さ
れ
ま
し
た

問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
課　
若
杉　
☎
（
23
）
０
０
７
０

福
祉

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
へ
の
虐
待
は
、

大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
地
域
全
体
で

見
守
り
、
支
援
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

高
齢
者
や
障
が
い
者
は
健
や
か
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
、
万
が
一
の
虐
待
か
ら

も
救
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
な
り
ま
す

▼
身
体
的
虐
待　
暴
力
を
振
る
い
体
に

　

�

傷
や
痛
み
を
負
わ
せ
る
こ
と
。
身
動

き
が
取
れ
な
い
状
態
に
す
る
こ
と

▼
心
理
的
虐
待　
侮
辱
や
拒
絶
の
言
葉・

　

態
度
で
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と

▼
経
済
的
虐
待　
本
人
の
同
意
な
し
に

　

�

財
産
や
年
金
、賃
金
な
ど
を
使
う
こ
と
。

　

理
由
な
く
金
銭
を
与
え
な
い
こ
と

▼
ネ
グ
レ
ク
ト（
介
護
や
世
話
の
放
棄
）

　

�

食
事
や
入
浴
、
洗
濯
、
排
せ
つ
な
ど

の
世
話
や
介
助
を
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、

心
身
を
衰
弱
さ
せ
る
こ
と

▼
性
的
虐
待　
無
理
や
り
（
ま
た
は
同

　
�

意
と
見
せ
か
け
）
わ
い
せ
つ
な
こ
と

を
し
た
り
、
さ
せ
た
り
す
る
こ
と

虐
待
と
な
る
要
因

　

家
庭
内
の
ス
ト
レ
ス
や
経
済
的
な
困

難
、精
神
的
問
題
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要

因
が
あ
り
ま
す
。
特
に
認
知
症
や
精
神

疾
患
を
抱
え
る
人
々
に
対
し
て
、
そ
の

病
状
や
行
動
の
背
景
に
あ
る
理
由
を
理

解
し
な
い
こ
と
に
よ
り
、
介
護
者
は
適

切
な
対
応
が
で
き
ず
、
い
ら
立
ち
や
無

理
解
か
ら
疲
労
し
虐
待
行
為
に
つ
な
が

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
介
護
し
て
い
る

人
は
、
悩
み
や
心
配
事
を
一
人
で
抱
え

こ
ま
な
い
で
く
だ
さ
い
。
専
門
機
関
や

相
談
窓
口
を
上
手
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

周
囲
の
気
付
き
と
通
報

　

虐
待
を
防
ぐ
に
は
周
囲
の
早
期
発
見

が
重
要
で
す
。
地
域
ぐ
る
み
の
見
守
り

が
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
人
だ
け
で
な
く

虐
待
を
し
て
い
る
家
族
な
ど
が
抱
え
る

問
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

守
秘
義
務
に
よ
り
通
報
者
名
と
内
容

は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
虐
待
を
発
見
し

た
時
や
虐
待
か
も
と
い
う
疑
い
を
持
っ

た
時
に
は
す
ぐ
に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
先

［
高
齢
者
・
障
が
い
者
の
介
護
に
関
す

る
相
談
／
虐
待
の
通
報
先
］

▼
市
福
祉
相
談
課　

☎（
23
）０
０
７
８

［
高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
相
談
］

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
が
ら

　
（
相
良
・
地
頭
方
・
菅
山
小
学
校
区
）

　

☎
（
53
）
１
９
０
０

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
オ
リ
ー
ブ

　
（
川
崎
・
細
江
・
坂
部
小
学
校
区
）

　

☎
（
22
）
８
８
２
２

▼
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
さ
ん
い
く

　
（
萩
間
・
牧
之
原
・
勝
間
田
小
学
校
区
）

　

☎
（
23
）
３
６
０
０

地
域
全
体
の
見
守
り
と
早
期
発
見
が
重
要

高
齢
者
と
障
が
い
者
を
虐
待
か
ら
守
る

問
い
合
わ
せ　
福
祉
相
談
課　
良
知　
☎
（
23
）
０
０
７
８

福
祉

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て（
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
５
号
））

　

令
和
７
年
10
月
９
日
付
け
で
専
決
処

分
し
た
補
正
予
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
令
和
７
年
度
の
５
回
目
の
補

正
で
、
25
億
８
２
４
４
万
９
千
円
を
増

額
し
、
補
正
後
の
総
額
を
２
８
７
億
７

７
０
５
万
５
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
台
風
15
号

に
伴
う
竜
巻
等
の
災
害
に
対
し
て
、
国

の
制
度
に
基
づ
く
災
害
等
廃
棄
物
処
理

事
業
や
、
被
災
し
た
農
業
用
施
設
の
再

建
事
業
、
災
害
救
助
法
の
適
用
と
な
る

住
宅
緊
急
・
応
急
修
理
事
業
な
ど
、
緊

急
に
措
置
す
べ
き
経
費
に
つ
い
て
予
算

措
置
を
行
い
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）

　

令
和
７
年
度
の
６
回
目
の
補
正
で
、

２
０
９
７
万
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の

総
額
を
２
８
７
億
９
８
０
２
万
５
千
円

と
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、
台
風
15
号

に
伴
う
竜
巻
等
災
害
の
復
旧
に
係
る
経

費
で
、
被
災
し
た
市
民
に
対
し
て
見
守

り
・
相
談
な
ど
を
行
う
た
め
の
事
業
や
、

家
財
に
被
害
を
受
け
た
人
に
対
す
る
災

害
援
護
資
金
の
貸
付
金
に
係
る
経
費
な

ど
に
つ
い
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
し
た
。

正
副
議
長
の
選
出
に
つ
い
て

　

選
挙
の
結
果
、
議
長
に
原は

ら

口ぐ
ち

康や
す

之ゆ
き

議

員
、
副
議
長
に
谷た

に

口ぐ
ち

恵し
げ

世よ

議
員
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員
の
選
挙

　

委
員
４
人
と
補
充
員
４
人
が
、
次
の

と
お
り
選
出
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▼
委
員
＝
原は

ら

崎さ
き

久ひ
さ

春は
る

、
川か

わ

村む
ら

勢せ
い

三ぞ
う

、
鈴す

ず

木き

敏と
し

子こ

、
下し

も

村む
ら

康や
す

之ゆ
き

（
新
任
）

▼
補
充
員
＝
山や

ま

本も
と

正ま
さ

己き

、
横よ

こ

山や
ま

洋よ
う

子こ

、

八や

木ぎ

一か
ず

人ひ
と

（
新
任
）、田た

村む
ら

寿ひ
さ

子こ

（
新
任
）

監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

市
議
会
議
員
か
ら
の
監
査
委
員
と
し

て
、
濵は

ま

﨑ざ
き

一か
ず

輝き

議
員
が
選
任
さ
れ
、
識

見
を
有
す
る
監
査
委
員
と
し
て
、
畑は

た

義よ
し

治は
る

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

４
年
間
で
す
。

　

こ
の
他
、
牧
之
原
市
災
害
弔
慰
金
の

支
給
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議長
原口康之 議員

監査委員
濵﨑一輝 議員

副議長
谷口恵世 議員

監査委員 
畑義治 さん（勝間田区）

区名 担当地区 氏名

相良 相良東 本杉　貴美子
相良西 牧野　英惠

福岡 福岡 伊藤　秀子

波津

波津西・南丁 古川　悦子
西丁・汐見台 長野　光義
西仲丁・仲丁 八木　勇
下波津・上波津･百花 池田　力
波津一丁目･波津二丁目 稲本　章二
銀座・本通り･元城・栄丁南北 仁藤　利男
大原第１ 増田　康秀
大原第２ 八木　昇

須々木
須々木東・１組～11組 名波　光子
須々木西・12組～22組 村瀬　郭行
鬼女新田・須々木原・大沢原 川原崎　啓子

大沢
大原・大原東・源入 友田　郁子
園沢・上奥谷・下奥谷の一部 八木　浩子
下奥谷の一部・井原 八木　依子

大江

平田 神谷　浩之
太田浜 丹所　正和
海老江 寺尾　澄代
東中・小牧 櫻井　隆男

片浜 坂井・法京 森田　健二
大磯・久保柄・堀切・原 山本　加余子

菅山

堀之内・西中・菅ケ谷団地 赤堀　節子
下谷川・上谷川･高和・宮代・大向 小俣　溶子
時ヶ谷・大知・新田・菅ケ谷原 水嶋　文人
松本・西山寺・沢木 瀧谷　清美

中里 蛭ケ谷・中西 長谷川　明広
黒子・和田 松浦　拓馬

白井 濁沢・男神・百所 福世　幸
石原田・宮本・西側・土沢 松浦　寛

神寄 女神 森田　節子
大寄 浅井　照子

西萩間 西萩間 寺尾　京子
東萩間 東萩間 鈴木　美佐子

牧之原
第１水呑・第２大曲 水野　兼行
第３八十原・第４仁王辻 鈴木　緑
第５峠原・第６西原 元水　圭子

地頭方
地頭方北１～13 原崎　信子
地頭方南14～25 草津　栄一
地頭方西26～39-４ 松井　かな子

落居 落居 植田　保子

豊岡 堀野新田 柴田　祐子
笠名 植田　利津江

新庄 新庄北 増田　樹
新庄南 杉田　康江

遠渡 遠渡上 寺田　文彦
遠渡下 清水　満次

区名 担当地区 氏名

静波

１丁目 大石　均
２丁目 池田　和子
３丁目 村井　利幸
４丁目 平野　恵津子
東５丁目 久保田　仁
西５丁目 笠原　勤
６丁目 小田　知恵子
仲町 鈴木　房子
10丁目 池田　タマヨ
11丁目 加藤　信廣
12丁目 石川　庸子

細江

東慶林 曽根　千里
県営住宅・青池１班～４班 西谷　敏広
青池４-１班～９班 大石　真
寄子 山﨑　一好
西福田 山村　尚子
東福田 鈴木　綾子
根松 川村　弥生
堀之内 伊藤　幸代
時ケ谷 柴　加保代
道上 栁原　正子
後原 大石　由美子
谷の口 八木　美惠子

川崎

橋向 寺本　和由
藤沢 池ケ谷　とし子
橋柄･新戸･追廻 山田　房代
仁田・庄内 永田　千賀子
鹿島 大石　千寿
道場・日機装 西澤　君代

勝間田

中 伊藤　和利
勝間下・上 縄巻　昭子
切山下・中 村松　士乃夫
勝田上・下 村松　優子
三栗 加藤　光枝
朝生 村松　美保子

牧之原

牧之原北 髙橋　近
牧之原南 西井　辰男
布引原 鈴木　英子
牧之原中央 村松　幹男

坂部

坂部第１ 水嶋　美穂子
坂部第２ 池ケ谷　恭子
坂部第３ 紅林　幸子
坂部第４ 横山　一成
坂部第５ 関　益美
坂部第６ 吉添　美苗

担当地区 氏名　
相良地区 大石　泰子
萩間地区 水野　志江
地頭方地区 海野　龍子

担当地区 氏名
静波・川崎・牧之原地区 大久保　民子
細江地区 山本　朋代
勝間田・坂部地区 伊故海　みどり

民生委員・児童委員の改選が全国一斉に行われ、本市では下表のとおり、地区担当委員と主任
児童委員が厚生労働大臣から委嘱を受けました。任期は３年間です。
民生委員は児童委員を兼ねており、地域の一員として活躍しています。身近な相談相手として、
地域を見守り、介護や障がい、子育てなど福祉に関する相談に応じることで、支援を必要とす
る人と行政・関係機関との「つなぎ役」を担っています。その中には、子どもに関する支援を
専門とする主任児童委員がいます。
民生委員・児童委員には守秘義務があり、相談内容や個人の秘密が漏れることはありませんの
で、安心して相談してください。住民同士がお互いに支え合う地域づくりを目指しましょう。

地区担当委員（敬称略）

主任児童委員（敬称略）

2025.12 MAKINOHARA 1213 MAKINOHARA 2025.12



牧之原市役所　

▲

榛原庁舎 ☎㉓0001

▲

相良庁舎 ☎�2600　平日午前８時15分～午後５時（水曜日は午後７時まで）

総合健康福祉センターさざんか ☎㉓0070　　榛原文化センター ☎㉓0002　　相良総合センターい～ら ☎�5544Makinohara City Information市政情報—

地
域
で
地
域
の
子
育
て
を
支
え
合
う

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　
子
ど
も
子
育
て
課　
子
育
て
支
援
係　
☎
（
23
）
０
０
７
１

子
育

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（
通
称
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
子
育
て
中

の
家
族
が
安
心
し
て
働
き
、
育
児
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
あ
ら
か
じ
め
登

録
し
た
地
域
の
会
員
同
士
が
活
動
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。

「
お
ね
が
い
会
員
」（
援
助
を
頼
み
た
い
）

　

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
で
、０
歳（
お

お
む
ね
生
後
４
カ
月
）
か
ら
小
学
校
６

年
生
ま
で
の
子
ど
も
の
保
護
者
が
利
用

で
き
ま
す
。

＊�

入
会
金
や
年
会
費
、
保
険
加
入
の
負

担
金
な
し
。
利
用
料
は
６
０
０
円
か

ら
。
児
童
扶
養
手
当
な
ど
を
受
給
し

て
い
る
人
に
は
助
成
あ
り
。

「
ま
か
せ
て
会
員
」（
援
助
を
行
い
た
い
）

　

市
内
お
よ
び
近
隣
市
町
に
住
む
20
歳

以
上
の
人
で
、
育
児
の
援
助
を
す
る
会

員
で
す
。
地
域
や
子
育
て
支
援
に
理
解

と
熱
意
の
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
資
格
は

問
い
ま
せ
ん
。
会
員
登
録
後
に
「
ま
か

せ
て
会
員
研
修
」（
計
10
時
間
程
度
）

を
受
講
す
る
た
め
、
安
心
し
て
活
動
に

参
加
で
き
ま
す
。

両
方
会
員

お
ね
が
い
・
ま
か
せ
て
会
員
の
両
方
に

登
録
す
る
会
員

活
動
内
容

▼
保
育
施
設
・
学
校
が
休
み
の
時
や
急

な
仕
事
・
学
校
行
事
へ
の
参
加
・
通
院
・

冠
婚
葬
祭
な
ど
で
保
護
者
が
外
出
し
た

際
の
託
児
▼
児
童
ク
ラ
ブ
や
習
い
事
の

送
迎　

な
ど

おねがい
会員

まかせて
会員

センター

依
頼

依
頼

援助活動

支払い

＜まかせて会員研修　日程表＞

＊�講師の都合などにより内容が変更になる場合があります。
研修時間などの詳細は、市ファミリー・サポート・センター

（☎㉓0077）にお問い合わせください。

★研修会場：さざんか

市
民
活
動
団
体
の
登
録
制
度
や
相
談
会
の
開
催
な
ど

市
民
活
動
を
支
援
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
地
域
振
興
課　
河
原
崎　
☎
（
23
）
０
０
５
３

地
域

税
金

固
定
資
産
税
と
は

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現

在
に
お
け
る
市
内
の
固
定
資
産
（
土
地
、

家
屋
、
償
却
資
産
）
の
所
有
者
に
課
税

さ
れ
る
地
方
税
で
す
。
固
定
資
産
税
は
、

年
の
途
中
の
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り

所
有
権
が
移
転
し
た
場
合
で
も
、
そ
の

年
度
分
は
１
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
税
は
、
市
税
全
体
の
約
半
分
を

占
め
て
お
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
や
公
共

事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
重
要
な
財
源

と
な
っ
て
い
ま
す
。

納
税
義
務
者

　

固
定
資
産
税
を
納
め
て
い
た
だ
く
人

は
、
原
則
と
し
て
固
定
資
産
の
所
有
者

と
な
り
ま
す
。

税
額
の
算
出
方
法

　

固
定
資
産
税
の
税
額
は
「
課
税
標
準

額
×
税
率
」
に
よ
り
算
出
さ
れ
ま
す
。

税
率
と
課
税
標
準
額
に
つ
い
て

　

本
市
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
税
率

は
１
・
４
％
で
す
。

　

課
税
標
準
額
は
、
原
則
と
し
て
固
定

資
産
の
価
格
（
評
価
額
）
と
同
じ
に
な

り
ま
す
。
た
だ
し
、
住
宅
用
地
の
よ
う

に
特
例
措
置
が
適
用
さ
れ
る
場
合
や
、

宅
地
の
税
負
担
の
調
整
措
置
が
適
用
さ

れ
る
場
合
は
、
適
用
後
の
算
定
額
と
な

り
ま
す
。

評
価
の
方
法

　

総
務
大
臣
が
定
め
た
基
準
に
基
づ
い

て
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

［
土
地
］

　

地
価
公
示
価
格
や
不
動

産
鑑
定
評
価
価
格
を
基
に
、

宅
地
や
農
地
、
山
林
や
原

野
、
雑
種
地
な
ど
地
目
別

に
定
め
ら
れ
た
評
価
方
法

に
よ
り
行
い
ま
す
。

［
家
屋
］

　

完
成
し
た
家
屋
の
構
造
材
や
外
装
、

内
装
な
ど
に
評
点
を
付
け

る
家
屋
調
査
に
基
づ
い
て

算
定
し
た
価
格
に
、
経
過

年
数
な
ど
の
補
正
率
を
乗

じ
て
算
出
し
ま
す
。

［
償
却
資
産
］

　

資
産
の
取
得
時
期
や
取
得
価
格
、
耐

用
年
数
に
基
づ
き
、
経
過
年
数
に
応
じ

た
減
価
を
考
慮
し
て
算
出
し
ま
す
。

１
月
１
日
現
在
の
固
定
資
産
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　
税
務
課　
望
月　
☎
（
23
）
０
０
３
５

①２月５日木午前 子どもと保護者に寄り添って／パネル
シアターや歌あそびで楽しみましょう

②２月12日木午前 子どもの栄養と食生活・調乳実習／
起こりやすい事故と予防

③２月27日金午前 乳幼児の救急講習

④３月10日火午前 ちょうどいい関係づくりと託児のヒン
ト／製作

⑤３月18日水午前 多様性を支えるための子どもの理解
～安心と安全について～

　

市
民
活
動
と
は
、「
市
民
が
公
益
的

な
目
的
を
持
っ
て
自
主
的
に
活
動
す
る

こ
と
」
を
指
し
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
な

ど
、
活
動
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
形
が
あ
り

ま
す
。

　

市
民
活
動
支
援
を
よ
り
良
い
方
向
に

進
め
て
い
く
た
め
に
、
市
で
は
市
民
活

動
団
体
の
登
録
制
度
や
相
談
会
、
イ
ベ

ン
ト
の
紹
介
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団
体
同
士
の
交
流
促
進
や
協
働
の
き
っ

か
け
と
す
る
た
め
、
積
極
的
に
活
用
し

て
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
各
二
次
元
コ
ー
ド
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

登
録
制
度

　

市
民
活
動
団
体
の
活
動
状
況
を
把

握
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

活
動
の
様
子
を
よ
り
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、
登
録
し
て
い
た
だ
い
た
団
体

の
活
動
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
紹
介
し
て
い
ま

す
。

イ
ベ
ン
ト
の
紹
介

　

定
期
的
に
実
施
し
て
い
る
活
動
や
今

後
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
の
告
知
な
ど

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。
他
の
団
体
と
の
連
携

や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ

な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

相
談
会

　

市
民
活
動
を
担
う

団
体
の
自
立
や
活
動

の
充
実
を
図
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
に
よ
る
相
談
会
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
運
営

の
課
題
や
困
り
事
な
ど
、お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　
毎
月
第
４
木
曜
日

①
午
後
１
時
30
分
～
午
後
2
時
50
分

②
午
後
3
時
～
午
後
4
時
20
分

会
場　
市
役
所
榛
原
庁
舎
２
階
相
談
室

ま
た
は
相
良
庁
舎
３
階
会
議
室

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
笠か

さ

原は
ら

活か
つ

世よ

氏
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ア
ー
ト
コ
ラ
ー
ル
き
く
が
わ
理

事
長
）

対
象　
市
内
で
公
益
的
な
事
業
を
行
っ

て
い
る
、
ま
た
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と

し
て
い
る
個
人
・
団
体
な
ど

定
員　
１
日
あ
た
り
2
団
体

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
申
込
フ
ォ
ー

ム
で
申
し
込
む
。

申
込
期
限　
相
談
日
の
３
日
前
（
土
日

祝
を
除
く
）

登録制度各団体の紹介

イベント紹介相談会申込フォーム

相
談
警
察
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
誘
導
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

警
察
を
名
乗
る
電
話
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー　
杉
山　
☎
（
23
）
０
０
８
８

　

警
察
を
名
乗
る
不

審
な
電
話
に
関
す
る

相
談
が
全
国
の
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
多
く
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

相
談
事
例

【
事
例
１
】「
＋
８
」
で
始
ま
り
末
尾
「
０

１
１
０
」
の
番
号
の
電
話
に
出
て
み
る

と
、警
察
を
名
乗
る
人
か
ら「
逮
捕
状
が

出
て
い
る
。
今
す
ぐ
お
金
を
振
り
込
ん

で
ほ
し
い
」
と
言
わ
れ
た
。
私
（
受
信

者
）
の
氏
名
と
住
所
を
言
っ
て
い
た
た

め
怪
し
い
と
思
い
、
電
話
を
切
っ
た
。

【
事
例
２
】
警
察
を
名
乗
る
人
物
か
ら

電
話
が
あ
り
、「
あ
な
た
の
銀
行
口
座

が
資
金
洗
浄
に
使
わ
れ
て
い
る
。
す
で

に
逮
捕
し
た
犯
人
が
あ
な
た
と
共
謀
し

て
い
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

の
ビ
デ
オ
通
話
な
ら
出
頭
せ
ず
に
済

む
」
な
ど
と
言
わ
れ
て
、
ビ
デ
オ
通
話

に
誘
導
さ
れ
個
人
情
報
を
伝
え
て
し

ま
っ
た
。

【
事
例
３
】
携
帯
電
話
会
社
を
名
乗
る

人
か
ら
「
２
時
間
後
に
電
話
が
使
え
な

く
な
る
」
と
い
う
電
話
が
あ
り
、
案
内

に
従
っ
て
別
の
電
話
番
号
に
連
絡
し
た
。

そ
の
後
、
警
察
官
を
名
乗
る
人
に
「
犯

罪
捜
査
の
た
め
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」

と
言
わ
れ
、
振
り
込
ん
で
し
ま
っ
た
。

ア
ド
バ
イ
ス

▼�

警
察
が
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
ト
ー
ク
や
ビ
デ

オ
通
話
で
連
絡
を
取
っ
た
り
、
金
銭

を
個
人
名
義
の
口
座
に
振
り
込
ま
せ

た
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼�

警
察
を
名
乗
る
電
話
が
あ
っ
た
ら
、

所
属
や
担
当
者
名
、
電
話
番
号
、
内

線
番
号
な
ど
を
聞
い
た
上
で
一
度
電

話
を
切
り
ま
し
ょ
う
。
聞
い
た
情
報

を
調
べ
た
上
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

知
ら
な
い
番
号
か
ら
の
電
話
は
慎
重

に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
非
通

知
で
か
か
っ
て
き
た
電
話
に
は
出
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

相
手
が
自
分
の
個
人
情
報
を
知
っ
て

い
た
と
し
て
も
驚
か
ず
、
簡
単
に
信

用
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
自

ら
個
人
情
報
を
絶
対
に
伝
え
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　
不
安
を
感
じ
た
り
不
審
に
思
っ
た
り

し
た
場
合
は
、
す
ぐ
に
市
民
相
談
セ
ン

タ
ー
や
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
警
察
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼�

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン「
１い

８や

８や
！

」番

▼�

警
察
相
談
専
用
電
話

「
＃
９
１
１
０
」
番
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